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理論が van der Putと Singerにより構成された（1997）。第 2部で展開した局所ゼータ関数と多変数 b－関
数の研究で超幾何学的な差分方程式が現れる。実数体上で，基本相対不変式について本論文で行った仮定を
弱めた場合の局所ゼータ関数を記述するためには，もっと複雑な差分方程式を調べることが必要になる。著
者は論文の第 3部で竹内の Picard-Vessiot理論と van der Put-Singerの差分方程式に対するガロア理論を含
む統一的な Picard-Vessiot理論を構成した。作用域の余代数 Cとしては Birkhoff-Witt型の余可換既約ホップ
代数 D1とある群 Gの半直積の形をしたホップ代数 Dをとる。Cの作用する体を，Dの作用する，体の有限
直積 L =L1×・・・× Lnで，群 Gが L1, …, Lnを推移的に置換するもの，これを著者はアルチン単純 D加群
代数とよんでいる，に一般化する。著者はこうした一般化に対し，竹内の結果がほとんどすべてそのままの





ることは重要である。実際第 2部にそのような例が現れる。著者は第 3部の後半で Liouville拡大の理論を
展開した。ベキ根拡大の類似として加法群 Ga，乗法群 Gm，有限エタル群などに（PV理論で）対応する拡
大をとる。そのような拡大の有限個の chainをもつ拡大として Liouville拡大を定義する。微分方程式でいえ
ば，これは積分を何回か繰り返して解けることに相当する，きわめて自然な考えである。著者は第 3部の前
半で展開した拡張 PV理論の下で Liouville拡大は可解代数群と理論的に対応していることを示した。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　第 1部の内容は，40変数 40次の相対不変式の具体的な形を，より簡単な空間に帰着させる手法で証明し
たもので，結果と手法の両方とも重要なものである。第 2部は，多変数へ井草準一教授の結果を拡張したも
ので，少なくとも誰かがいずれはしなければいけない標準的な結果である。
　第 3部では，多くの結果を出しており，これらの結果は著者の相対不変式の研究に応用されてさらによい
結果を導くものと期待される。総合的にみて，博士論文として十分価値のある内容である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
